
         保健医療2035策定懇談会の議論のポイント 

 ヘルスケアデータネットワークの確立・活用（公
的データなどの医療等ＩＤによる連結） 

 アウトカム指標に基づく報酬体系への移行 

 過剰医療の削減や医療サービスのベンチマーキ
ング 

 上記による、患者の主体的な選択の支援 

 保健医療・介護の資源配分の地域による決定と
そのための公衆衛生・政策人材の育成 

 「健康への投資」による生活の質と社会的な生産
性の向上 

 「たばこフリー」オリンピックの実現 

 グローバルリーダーシップの確立（ユニバーサ
ル・ヘルス・カバレッジや健康安全保障） 
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保健医療のパラダイムシフト 具体的なアクション（例） 

単なる負担増と給付削減による現行制度の維持を目的とするのではなく、 
イノベーションを活用したシステムとしての保健医療を再構築し、経済財政にも貢献 
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統合 発散 

※保健医療2035策定懇談会とは・・・ 
   厚生労働大臣が本年2月から開催する私的懇談会。次世代を担う30代から40代を中心とした、若手気鋭の有識者や厚生労働省の職員で構成。 
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